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令和４年第２回平取町議会定例会 （開 会 午前９時３０分）

議長 皆さん、おはようございます。
只今より、令和４年第２回平取町議会定例会を開会します。直ちに本日の会議
を開きます。本日の出席議員は１１名で会議は成立します。
日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第
１２２条の規定によって、８番鈴木議員と９番高山議員を指名します。
日程第２、会期の決定を議題といたします。このことについては、３月３日に
議会運営委員会を開催し協議をしておりますので、その結果を議会運営委員会
委員長に報告願います。１番櫻井議員。

１番
櫻井議員

本日招集されました令和４年第２回平取町議会定例会の議会運営につきまして
は、３月３日開催いたしました議会運営委員会において協議をいたしまして、
会期につきましては、３月９日本日より１８日までの１０日間とすることで意
見の一致を見ておりますので、議長よりお諮り願います。

議長 お諮りいたします。只今、議会運営委員会委員長より報告がありましたとおり、
会期は本日３月９日から３月１８日までの１０日間とすることにご異議ありま
せんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。したがって、会期は本日から３月１８日までの１０日間
と決定しました。
日程第３、諸般の報告を行います。監査委員より、令和３年１２月分、令和４
年１月分の出納検査の結果報告、また地方自治法第１９９条第１項の規定によ
る財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理状況監査の結果報告が提
出されましたので、その報告書の写しをお手元に配布しております。
次に、日高西部消防組合議会、胆振東部日高西部衛生組合議会に関する報告が
ありますので、その写しもお手元に配付しております。次に、郵送による陳情、
閉会中の諸事業について、配付資料のとおりご報告いたします。令和２年度平
取町教育委員会の活動状況に関する点検、評価報告書が提出されましたので、
あわせてお手元に配付しております。以上で諸般の報告を終了いたします。
日程第４、行政報告を行います。１、要望経過報告について説明を求めます。
町長。

町長 要望経過について報告をいたします。要望項目は水田活用の直接支払交付金見
直しに対する要望でございます。農林水産省は昨年１２月、地域農業の実情を
十分に把握してない中、唐突に水田活用交付金の見直し方針を決定してござい
ます。これにより特に飼料作物への転換を進めてきた当町では、今後の営農や
地域農業の振興に大きな影響を与えることが予想されることから、当町の直接



- 2 - 

支払交付金見直しによる具体的な現状を訴え、生産現場の意見が反映される国
の対応などについて、町としての要望を行ったところでございます。要望先は、
第９区選挙区選出衆議院議員、堀井学氏、山岡達丸氏ほか道内選出の国会議員
でございます。要望月日は３月７日、町長名でコロナ禍ということもあり、郵
送で行っておりますけれども、第９区選挙区代議士につきましては、直接電話
にて、この内容に対して訴えているというところでございます。行政報告は以
上でございます。

議長 ２、平取町教育行政に関する報告について説明願います。教育長。

教育長 令和３年１２月定例議会以降における諸般の教育行政について報告をいたしま
す。１点目、町内小中学校の状況についてであります。１２月２０日に中学校、
２４日に小学校の終業式が行われ冬休みに入っております。年が明けて１月１
２日から１４日までの２泊３日で、町内小学校６年生１５名と引率５名が、友
好提携をしております兵庫県南あわじ市を訪れ、本場の人形浄瑠璃を体験した
り、南あわじ市の小学校を訪問して交流をしてきております。コロナの第６波
感染拡大が起きるギリギリのタイミングで行くことが出来ました。出発前と帰
ってから参加児童及び引率者は、全員ＰＣＲ検査を受け陰性でございました。
また交流中の感染予防に十分注意をしながら実施をしたところでございます。
子どもたちにとっても非常に有意義な心に残るものとなり、今後も交流を継続
していきたいと考えております。冬休み中は事故等もなく、１月１４日に中学
校、１８日に小学校の始業式が行われております。北海道での新型コロナウイ
ルスによる感染の拡大により、１月２７日から２月２０日まで、北海道全域に
対するまん延防止等重点措置がとられ、それに伴い、学校活動、部活動、少年
団活動については、原則、町内のみの活動とし、スキー学習などについては延
期または中止するよう通知したところでございます。授業についても、管理衛
生マニュアルに基づいた対応をとるよう指示しております。その後も感染拡大
が収まらず、２度にわたり重点措置が延長され、３月２１日までとなっており、
各学校にも制限等を延長するよう通知しているところでございます。
２月２２日は、前日から降り続いております雪が大雪となり、登下校の際に児
童生徒の安全が確保出来ないとの判断から、町内小中学校を臨時休校としてお
ります。１月中旬からは私立高校等の入学試験が始まり、３月３日、４日には
公立高等学校の一般入試が行われたところでございます。３月に入り、各学校
では卒業生を送る会などが実施され、３月１５日には中学校で、３月１８日か
ら各小学校で順次卒業式が行われますが、時間短縮や参加者の制限などをしな
がら実施をするよう指示しているところでございます。
次に、２点目の令和３年度全国体力運動能力、運動習慣と調査結果についてで
ございます。資料１になります。本調査については、令和２年度はコロナウイ
ルス感染症により実施されず、今回２年ぶりの実施となっております。児童生
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徒の体力や生活習慣、食習慣、運動習慣の状況を把握し、体育、健康に関する
改善と指導を図るものとなっており、平取町では小学校５校の５年生４３名、
中学校２校の２年生４２名、合計８５名を対象として実施いたしました。調査
内容につきましては、体格調査と実技調査及びアンケート調査となっており、
実技調査につきましては、小中学校ともに、握力、反復横跳び、５０メートル
走、ボール投げ、２０メートルシャトルランなどの８種目となっております。
またアンケート調査につきましては、運動習慣等に関するものとなっておりま
す。まず小学生の調査結果となりますが、体格につきましては、身長では男子
が平均で１３９．２１センチ、全国とほぼ同様、女子も平均で１４０．７４セ
ンチと全国とほぼ同様となっております。体重は男子で平均３６．２６キロ、
全国より１キロほど重い状況であります。また女子では、平均で３６．４８キ
ロ、全国より１．５キロ重くなっているというような状況でございます。次に
体力運動能力面では、体力合計点で、男子児童においては５１．７１ポイント
で、全国平均より１．４ポイント低くなっておりますけれども、８種目中５種
目で全国平均を上回っている状況でございました。女子児童につきましては、
体力合計点で５４．９５ポイントとなっており、全国平均を若干上回っており
ます。８種目中４種目で全国平均を上回り、特にソフトボール投げでは、全国
を大きく上回っている状況でございます。全体としては男女とも柔軟性、走力
が弱く、握力、ソフトボール投げなど筋力は優れている状況となっております。
次に運動習慣等の調査結果ですが、男子も女子も運動することは好きで、体育
の授業は楽しいとする回答が９０％近くなっております。またあなたにとって
運動やスポーツは大切なものですかとの問いに、大切、やや大切と答えた児童
は、男子で８８．２％、女子では９６．２％となっております。続いて中学生
における調査結果でありますが、体格では、男子が平均で身長１６０．２６セ
ンチ、ほぼ全国平均、女子も１５４．０１センチでほぼ全国平均となっており
ます。体重では、男子が４９．０９キロでほぼ全国平均、女子は４６．５４キ
ロで全国平均より若干軽くなっているというような状況でございます。次に体
力運動能力面では、体力合計点で、男子生徒女子生徒ともに全国平均を下回っ
ておりますけれども、女子は全道を若干上回っているというような状況でござ
います。男子生徒は８種目中７種目、女子生徒５種目において、全国平均以下
となっております。次に中学生における運動習慣等の調査結果につきましては、
運動が好きですかの問いに、男子は７８．３％が好き、女子は７９％が運動が
好きと回答をしております。また運動、スポーツは大切なものですかとの問い
に、男子は７８．２％、女子は８９．５％が大切と考えているところでござい
ます。中学校２年生につきましては、昨年、一昨年とコロナウイルスの関係で
なかなかスポーツが思う様に出来ない状況が続いていたというような状況もあ
りまして、その点、全国平均をかなり下回っている状況が平取町では出ている
というふうに判断しております。以上、調査結果の概要について説明しました
が、今回、特に中学校２年生の体力運動能力に低い結果が出ている状況であり、
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教育委員会としましては、本結果を踏まえた上で、児童生徒の望ましい生活習
慣の確立並びに体力向上への取組について、各学校が主体性を持って実施し、
その環境づくりに努めて参りたいと思っております。
次に３点目のいじめ問題に関する児童生徒の実態把握調査結果についてでござ
います。資料２になります。北海道教育委員会が年２回行っております調査の
中で、最近のものとして、昨年１１月におけるアンケート調査の結果となりま
すが、町内小中学校、児童生徒３５９名の回答状況となっております。まず４
月から嫌な思いをしたことはあるかとの問いに対して、あると答えたのは５４
件。内訳として小学校が５３件、中学校が１件であり、内容としては複数回答
も含め冷やかし、からかい、悪口が２２件。仲間外れ、無視が１３件。軽くぶ
つ、遊ぶふりで叩くが１５件。酷くぶつ、叩く、蹴るが１５件。お金や持ち物
を隠すいたずらが３件。恥ずかしいことや危険なことの強要が４件。その他が
１０件となっております。前回６月の調査におきましては、嫌な思いをしたこ
とがあるかの設問に対し４６件でありましたので、数字としては８件の増とな
っております。これらの嫌な思いをしたと回答したものにつきまして、１１月
調査時点においても、引き続き嫌な思いをしているとの回答については２３件
でありました。これをもとに学校として関係する児童生徒への聞き取り、また
指導等を行っているところであり、現在学校自体でいじめと認知する事案は小
中学校ともに無いということになっております。教育委員会としましては、些
細なことから、重大な事案になることもありますので、学校では注意深く、子
どもたちの関係や状況を見守るとともに、いじめは絶対に許されない行為であ
るということを、児童生徒に指導していくよう各学校長に指示をしております。
またスクールカウンセラーに各学校に訪問してもらい、子どもたちの悩みや相
談を受けながら、子ども同士の関係性を把握するとともに、保護者とも連携し
ながら、いじめ防止に向けた取組を進めているところでございます。
続いて、４点目の体罰に関する実態把握調査結果についてであります。これま
で全国また北海道内におきましても、数多くの体罰としての認知事案が発生し
ており、体罰防止に向けた取組を推進しているにも関わらず、依然としてなく
ならないことは大変憂慮される状況と言えます。北海道教育委員会は、令和３
年度におきましても、体罰に関する実態把握等、事故防止の周知徹底を図るこ
とを目的として、教職員、小学校は保護者、中学校は生徒及び保護者に対して
調査を実施したものとなっております。平取町分に関わる調査につきましては、
今年１月、小中学校７校の教員、小学校では保護者、中学校では生徒及び保護
者に対してアンケート調査票の配布を行い、回収については調査票、またはウ
ェブで行っております。また回答内容の点検確認作業を終えたところでござい
ます。回答状況につきましては、全ての教員７２名については、いずれも体罰
行為はないとするものでございました。また生徒及び保護者からの回答につき
ましては、生徒自身、子どもが体罰を受けたことがあるか、また他の児童生徒
が体罰と思われる行為を受けているのを見たことがある、聞いたことがあるか
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とする質問に対し、保護者１件からあるとのアンケート回答がありました。そ
れを受けて、教育委員会では保護者、児童、学校長、当該教員から状況等につ
いて聞き取り調査を行い、その結果、体罰案件ではなかったということを確認
しております。今後とも各学校においては、体罰の未然防止に向け、いかなる
場合においても、体罰は許されないとする共通認識を教職員間であることの徹
底に努めてまいります。
次に、５点目の令和３年度平取町教育奨励表彰被表彰者の決定及び授与式の実
施について報告申し上げます。資料４になります。本年度における教育奨励表
彰につきましては、１月２８日開催の教育委員会において、被表彰者の決定を
し、去る２月１８日に表彰授与式を実施したところでございます。被表彰者に
つきましては、文化芸術奨励３個人、スポーツ奨励４個人、社会教育奨励２団
体となっております。被表彰者に係る事績内容等については、別記に記載とな
っておりますので、説明は省略させていただきます。
最後になります。６点目の公営塾平取義経塾の実施状況報告であります。資料
５になります。２月１日現在の数字でありますけれども、受講者数は中高校生
合わせて１３４名。内訳として、平取中学校生徒９９名のうち８３名、８３．
８％、振内中学校生徒２３名中１５名で６５．２％、平取高校生徒５９名中３
６名で６１．０％となっており、対象生徒１８１名に対して７４．０％の受講
率となっております。中学生については週２コマ、高校生については制限なし
として受講できるものとして実施をしております。今年度、平取高校から国公
立合格ということで、釧路公立大学、名寄市立大学に合格している生徒がおり
ます。今年度は、臨時休校等もなく、年間通しての開講となりました。また毎
月２回振内会場、これは振内支所の２階でございますけれども、そこで開講し
たところでございます。振内地区の中学生、高校生の通塾の大変さを補うとい
うことで実施をしてきております。昨年５月から今年２月まで合計２１回、延
べ２０５名が受講したところでございます。平取町の子どもたち、それぞれの
夢の実現に向けて、町として学習支援をしているところでございますので、ご
理解をよろしくお願いします。以上、昨年１２月の議会定例会からこれまでの
主な教育行政に係る報告とさせていただきます。

議長 以上で、行政報告を終了いたします。
日程第５、議案第１号、教育長の任命についてを議題とします。本議案は同意
案件ですので、庄野教育長の退席を求めます。
それでは提案理由の説明を求めます。町長。

町長 議案第１号、教育長の任命についてご説明申し上げます。平取町教育委員会教
育長に次の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第
４条の規定により、議会の同意を求めるものでございます。任命する方は、住
所沙流郡平取町本町１７７番地２２、氏名庄野剛、生年月日昭和３１年１２月
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２１日、６５歳でございます。次のページをお開きください。経歴概要でござ
います。昭和５５年３月、国士舘大学を卒業。５５年４月に平取町役場に採用
となり、教育委員会文化財課長、産業課長などを経て、平成２８年４月から教
育長となり、現在に至っております。この６年間、生涯学習の推進、小中学校
生徒の学力向上や環境整備、平取高校及び平取養護学校の存続問題等に取り組
む姿勢は大いに評価できるところでありまして、さらに当町の教育各施設の推
進にあたり、その才能を十分に発揮してもらうことを期待しまして、再び任命
の同意を求めるものでございますので、よろしくお願い申し上げます。

議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論ありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは、採決を行います。本案について同意すること
に賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第５、議案第１号、教育長の任命については、
任命同意することに決定しました。
日程第６、議案第２号、平取町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につ
いてを議題とします。提案理由の説明を求めます。町民課長。

町民課長 議案第２号、平取町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてご説明
申し上げます。３ページの議案第２号をお開きください。改正理由につきまし
ては、全世代対応型社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正
する法律において、未就学児に係る国保税の均等割を軽減することとされたこ
とから、令和４年度分から６歳までの未就学児に係る均等割額の２分の１を軽
減するものです。議案書の３ページから６ページは改正条文ですが、ご説明に
ついては、新旧対照表によりさせていただきますので、７ページをご覧願いま
す。右側が現行の条例文、左側が改正後の条例案となります。第３条の見出し
から第２２条第１項第３号までの改正につきましては、法律や政令改正に合わ
せた改正及び規定の整備でございます。１１ページ下段の第２２条第２項で、
未就学児の被保険者均等割額の軽減について規定を新設するものでございま
す。国民健康保険税は被保険者均等割、世帯別平等割、所得割から成っており
ますが、その内、就学前の子どもにかかる均等割について、５割を公費負担に
より軽減するものです。低所得者に係る保険料軽減制度の適用がある場合には、
当該軽減後の被保険者均等割を５割軽減いたします。１２ページをお開き願い
ます。第１号では基礎課税額、いわゆる医療分の均等割額に係る規定で、未就
学児１人についてイの７割軽減世帯についての記載になりますが、２８８０円。
ロの５割軽減世帯については４８００円。ハの２割軽減世帯は７６８０円。ニ
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の軽減の適用がない世帯については９６００円の軽減額となります。第２号は
後期高齢者支援金に係る均等割に係る規定で、未就学児１人についてイの７割
軽減適用世帯が９００円。ロの５割軽減世帯が１５００円。ハの２割軽減世帯
が２４００円。二の軽減の適用がない世帯が３０００円の軽減額となります。
低所得者に係る軽減制度の適用がない場合については、医療分と後期分を合わ
せますと１万２６００円の軽減額となります。なお、軽減相当額は、国２分の
１、北海道４分の１、平取町４分の１として公費で負担することになっており
ます。第２２条の２から終りの附則第１３項までの改正につきましては、引用
条文の改正に合わせた規定の整備ですので、ご説明を省略させていただきます。
５ページをご覧願います。下段の附則についてですが、第１項は施行期日に関
してのことで、この条例は公布の日から施行するものです。ただし、未就学児
に係る被保険者均等割額を軽減する内容とその関連する条文の整理につきまし
ては、令和４年４月１日から施行するものです。第２項は、改正後の平取町国
民健康保険税条例の規定は、令和４年度以降の国民健康保険税について適用し、
令和３年度分までの国民健康保険税については従前の例によるものとする規定
でございます。以上が本議案の内容となります。ご審議のほどよろしくお願い
いたします。

議長 説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論ありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第６、議案第２号、平取町国民健康保険税条
例の一部を改正する条例については原案のとおり可決しました。
日程第７、議案第３号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につい
てを議題とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。

総務課長 議案第３号職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についてご説明申し
上げますので、議案書２２ページをお開き願います。職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例について、地方自治法第９６条の規定に基づき、議会の
議決を求めるものであります。２３ページをお開き願います。職員の給与に関
する条例の一部を次のとおり改正するものです。前段、今回の人事院勧告に伴
う給与改定案を説明する前に、給与法の経緯についてご説明いたします。人事
院は、令和３年８月１０日に国会及び内閣に対し、民間との支給割合の均衡を
図るため、国家公務員のボーナスを年間０．１５ヶ月引き下げる勧告を実施し
ましたが、国は、新型コロナ対応の経済対策など、政府全体の取組との関係を
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見極める必要があるなどの理由から、令和３年１２月期末手当の支給月数の引
下げを見送り、当該引下げ相当分については、令和４年６月、期末手当で調整
する方針が同年１１月２４日に閣議決定されました。例年であれば、給与法な
どの関連法案を１１月の国会に提出し、期末手当の支給基準日である１２月１
日以前に改正、施行されることから、当町におきましても、１１月の臨時会に
給与改定案を提出しているところでありますが、今回はその提案を見送ったと
ころでございます。このたび国は、一般職の職員の給与に関する法律等の一部
を改正する法律案が令和４年２月１日に閣議決定され、現在開会中の国会に提
出されたことから、本定例会に給与改定案を提出するものであります。
それでは今回の改正内容についてご説明申し上げますので、本日お配りしまし
た資料をご覧願います。この表の左側が令和３年度における人事院勧告の内容
でありまして、右側が町の措置方針となっております。それでは左側の人事院
勧告の内容からご説明いたします。令和３年の人事院勧告は、令和３年８月１
０日に実施され、民間給与との格差については、月例給ではマイナス１９円と
なり、民間給与との格差が極めて小さく、給料表の適切な改定が困難であるこ
とから、月例給の改定は行わないものであります。また、ボーナスについては、
民間が４．３２か月に対し、公務員は４．４５か月となり、民間との支給割合
に０．１３か月の格差が生じていることから、民間の支給割合との均衡を図る
ため、現行の４．４５か月を４．３か月に改正し、年間０．１５か月支給月数
を引き下げるものであります。これによりまして、令和３年の１２月の期末手
当については、１．２７５か月から１．１２５か月に引下げて支給するもので
ありましたが、先ほどご説明したとおり、給与法の改正が支給基準日である１
２月１日までに成立しなかったことから、１２月の期末手当を現行の支給月数
で支給し、令和３年の人事院勧告による引下げ相当額については、令和４年６
月の期末手当で調整するものであります。なお、再任用職員については、年間
支給月数を２．３５か月から２．２５か月に、また、会計年度任用職員につい
ても２．５５か月から２．４か月にそれぞれ引き下げるものであります。
次に、町の措置方針としましては、今日は、従来から国家公務員給与に関する
人事院勧告の内容を尊重してきた経緯があることから、本年度についても同様
に措置する方針であります。今回の改正理由については、例年のような多段階
方式をとる必要はなく、単純に、現行の支給割合１００分の１２７．５を１０
０分の１２０に、また読替規定につきましても１００分の７２．５を１００分
の６７．５に、それぞれ改正するものであります。続きまして２３ページをお
開き願います。この条例の執行期日ですが、附則としまして、第１条で、この
条例は公布の日から施行するものとし、第２条は、令和３年の人事院勧告によ
る引下げ相当額を、令和４年６月に支給する期末手当から減額することができ
る特例措置を定めたものでありまして、また、第３条では、規則への委任を定
めたものであります。以上、議案第３号、職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例についてご説明申し上げましたので、ご審議のほどよろしくお願い
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いたします。

議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。１０番松澤議員。

１０番
松澤議員

先ほど課長の説明の中で、令和４年の２月１日にこの法案が閣議決定しまして
提出されたことからというご説明だったのですけれども、現在審議中というこ
とで、まだ法案が国会で採決されてない状態で、このことを出してきたという
のは、なぜかということを知りたいのと、あと、このことに関して、職員組合
との交渉で合意に至っているかどうかということを２点お聞きします。

議長 総務課長。

総務課長 今回の提案理由につきましては、人事院勧告を尊重し、国の基準どおり期末手
当を０．１５か月引き下げるものでありますが、あくまでも本条例の施行につ
きましては、公布の日から施行するということで考えておりまして、そういう
意味も含めて今、本定例会に提案したものでございます。また、組合との意見
交換でございますが、これにつきましては、組合交渉の中で、本来１２月の期
末手当を０．１５か月引き下げるところ、引下げ前の率で支給しておりますの
で、令和４年の６月の期末手当から引下げ相当額を調整する旨は、組合交渉を
通してご説明はしております。

議長 よろしいですか。ほかに質疑ありませんか。２番木村議員。

２番
木村議員

これは民間と公務員との給料の格差があるということで、見直しということに
なっていますけれども、最後のほうに、再任用職員と会計年度職員の部分があ
るのですけれど、そこも下げるということになっていますよね。これ実際、僕
の知る限りは、公務員というか一般職の人とは全然かけ離れた給料に拝見する
のですけれども、これを入れなければならない、ここも下げなければならない
理由というのをちょっと聞かせていただきたい。

議長 総務課長。

総務課長 再任用職員と会計年度任用職員につきましても、国の基準どおり、国も引下げ
をしておりますので、国の仕方に準じて今回引下げをしているところでござい
ます。

議長 ほかになければ質疑を終了いたします。次に討論を行います。反対討論はあり
ませんか。
（反対討論なしの声）
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討論なしと認めます。それでは、採決を行います。本案について原案のとおり
決定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって日程第７、議案第３号、職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例については、原案のとおり可決しました。
日程第８、議案第４号、平取町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例
についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。

総務課長 議案第４号、平取町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例についてご
説明申し上げますので、議案書２６ページをお開き願います。平取町長等の給
与に関する条例の一部を改正する条例について、地方自治法第９６条の規定に
基づき、議会の議決を求めるものであります。２７ページをお開き願います。
平取町長等の給与に関する条例の一部を次のとおり改正するものです。今回の
改正理由については、令和３年の人事院勧告により、一般職の期末手当が年間
０．１５か月引下げられたことから、特別職におきましても一般職同様、期末
手当の支給月数を０．１５か月引き下げるものであります。それでは、今回の
改正理由について、失礼しました。今回の改正内容についてご説明申し上げま
すので、２８ページの新旧対照表をご覧願います。新旧対照表の右側が現行の
条文、左側が改正案となり、下線の箇所を改正するものであります。第４条第
２項第１号中において１００分の１８０を１００分の１７７．５に、また第２
号中の１００分の１９０を１００分の１７７．５にそれぞれ改め、一般職同様、
年間支給月数を０．１５か月引き下げるものであります。続きまして、２７ペ
ージをお開き願います。なお、附則としまして、第１条で、この条例は公布の
日から施行するものとし、また、第２条では、今回の引下げ相当額を、令和４
年６月に支給する期末手当から減額することができる特例措置を定めたもので
あります。以上、議案第４号、平取町長等の給与に関する条例の一部を改正す
る条例についてご説明申し上げましたので、ご審議のほどよろしくお願いいた
します。

議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論ありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第８、議案第４号、平取町長等の給与に関す
る条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決しました。
日程第９、議案第５号平取町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
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条例についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。

総務課長 議案第５号、平取町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につ
いてご説明申し上げますので、議案書２９ページをお開き願います。平取職員
の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について、地方自治法第９６
条の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。３０ページをお開き
願います。平取町職員の育児休業等に関する条例の一部を次のとおり改正する
ものです。今回の改正理由については、令和３年６月９日に公布された育児休
業介護休業等育児または家族介護を行う労働者の福祉に関する法律が改正さ
れ、令和４年４月１日から施行されることに伴い、労働者の出産育児による離
職を防ぎ、希望に応じて男女とも仕事と育児等の両立ができるようにするため、
育児休業を取得しやすい雇用環境整備などの所要の改正を行うものでありま
す。それでは今回の改正内容についてご説明申し上げますので、本日お配りし
ました資料をご覧願います。今回の改正の１つは、育児休業の取得要件の緩和
であります。これまで非常勤職員における育児休業については、引き続き在職
した期間が１年以上の職員を対象にしておりましたが、この取得要件を廃止す
ることにより、継続的な勤務が見込まれる非常勤職員については、採用当初か
ら育児休業が取得できるようにするものであります。２つ目は、妊娠または出
産等の申出があった場合の措置であります。これは、職員またはその配偶者が
妊娠し、または出産した旨の申出があった場合は、当該職員に対し、育児休業
に関する制度の周知及び取得意向を確認するための面談の実施などを任命権者
に義務づけるものであり、また、職員が妊娠等の申出をしたことを理由として、
解雇その他不利益な取扱いを禁止するものであります。３つ目は、勤務環境の
整備に関する措置であります。これは、育児休業を取得しやすい雇用環境を整
備するため、職員に対する研修または相談体制の整備などを、任命権者に義務
づけるものであります。なお、附則としまして、この条例は令和４年４月１日
から施行するものであります。以上、議案第５号、平取町職員の育児休業等に
関する条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げましたので、ご審議
のほどよろしくお願いいたします。

議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論ありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第９、議案第５号、平取町職員の育児休業等
に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決しました。
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日程第１０、議案第６号、平取町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改
正する条例についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。

総務課長 議案第６号、平取町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例に
ついてご説明申し上げますので、議案書３４ページをお開き願います。平取町
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例について、地方自治法
第９６条の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。３５ページを
お開き願います。平取町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を次のとおり
改正するものです。今回の改正理由については、看護師の夜間看護体制は、現
在、看護配置基準に基づき、一日当たり３名の看護師が従事しておりますが、
夜間の救急搬送業務に備えるため、自宅等において看護師１名を無償で待機さ
せている状況であります。しかし、待機する職員については、身体的精神的に
も負担が多く、また拘束時間も長いことから、今回、待機を命ぜられた職員に
対し、待機手当を支給することができるようにするものであります。それでは、
今回の改正内容についてご説明申し上げますので、３６ページの新旧対照表を
ご覧願います。新旧対照表の右側が現行の条文、左側が改正案となり、下線の
か所を改正するものでありまして、今回の内容については、第７条に新たに第
２項を追加して、待機を命ぜられた日が平日の場合は、１待機につき１０００
円を支給し、また、週休日、祝日法による休日及び年末年始の休日の場合は５
００円を加算して１５００円を支給するものであります。３５ページにお戻り
願います。なお、附則としまして、この条例は令和４年４月１日から施行する
ものであります。以上、議案第６号、平取町職員の特殊勤務手当に関する条例
の一部を改正する条例についてご説明申し上げましたので、ご審議のほどよろ
しくお願いいたします。

議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論ありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第１０、議案第６号、平取町職員の特殊勤務
手当に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決いたし
ました。
日程第１１、議案第７号、平取町営牧野管理条例の一部を改正する条例につい
てを議題といたします。提案理由の説明を求めます。産業課長。

産業課長 議案第７号、平取町営牧野管理条例の一部を改正する条例についてご説明を申
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し上げますので、３７ページをお開き願います。平取町営牧野管理条例の一部
を次のように改正しようとするものでございます。改正する理由につきまして
は、昨年１０月２６日に開催しました議会全員協議会による現地視察及び１１
月１９日に開催しました産業厚生常任委員会においてお諮りしている内容であ
ります。１２月町議会定例会において予算補正をし、町特産品であるびらとり
和牛の生産振興並びに町有牧野の新たな生産体制を構築するため、平取町字紫
雲古津で和牛生産を営む農家より、規模縮小に伴い、町営牧野事業用地として
施設及び当該施設用地を取得することとしました。このたび、１月３１日をも
って町への権利移譲が完了いたしましたので、町営牧野の事業財産に当該施設
及び用地を加えるものであります。また、今回一部改正に伴い、町営牧野の事
業財産を確認したところ、既に処分している施設や用途区分を変更している施
設が判明いたしました。本来であれば、事が起きたときに条例を改正しなけれ
ばならないところでありますが、改正をしておりませんでした。大変申し訳な
く思っております。今後はこのようなことがないように確認していきますので、
今回、財産の取得及び財産の整理、見直しについて、条例の一部を改正しよう
とするものであります。それでは改正内容をご説明いたしますので、４０ペー
ジの新旧対照表をご覧願います。右側が現行、左側が改正案であります。今回、
下線のか所を改正するものであります。第２条の牧野の位置及び面積を記して
いる表中に、紫雲古津の施設用地２．３ヘクタールを加え、計２８７．６ヘク
タールを２８９．９ヘクタールに改めるものであります。次に、第３条の施設
の種類及び内容を表中に、既に処分している施設並びに施設の種類をまとめる
とともに、紫雲古津の施設６棟を加えるものであります。平取町営牧野管理条
例の一部を改正する条例の附則としまして、この条例は公布の日から施行し、
令和４年１月３１日から適用するものとしております。以上ご説明申し上げま
したので、ご審議のほどよろしくお願いします。

議長 説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第１１、議案第７号、平取町営牧野管理条例
の一部を改正する条例については、原案のとおり可決しました。
日程第１２、議案第８号、町道の認定についてを議題といたします。提案理由
の説明を求めます。建設水道課長。

建 設水 道 それでは、議案第８号、町道の認定についてご説明申し上げたいと思いますの
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課長 で、議案書４３ページをご覧いただきたいと思います。次の路線を町道に認定
するものとしまして、路線番号１９１号、荷菜三塚鹿糠線、路線番号１９２号、
小平滝沢北島線の２路線でございます。見取図でご説明申し上げたいと思いま
すので、４４ページをご覧いただきたいと思います。１件目の荷菜三塚鹿糠線
でございますけれども、起点が荷菜３７番地２７、終点が荷菜３６番地６で、
総延長は５３０メートル、実延長５２０メートル、重用区間が１０メートルで
ございます。幅員につきましては４．０メートルであります。この路線につき
ましては、荷菜鹿糠分譲１号線から分岐をし、荷菜牧場線を結ぶ路線となって
おりますが、近年、住宅等が７軒建ちまして、生活道路としての利用が多いこ
とから認定を行うものであります。用地につきましては寄附を受ける予定とな
ってございます。続きまして４５ページをご覧いただきたいと思います。２件
目の小平滝沢北島線でございますが、起点は小平１３番地の１３、終点が小平
１３番地２１でございまして、総延長は２４３メートルでございます。実延長
２３７メートルで、重用区間が６メートル、幅員が４．０メートルでございま
す。こちらの路線につきましては、民宿から滝沢さんの家のところまで結ぶ町
道となりますけれども、こちらの途中にアパートが建設されまして、こちらが
建ったことによりまして小平の自治会より要望を受け、このたび認定しようと
するものでございます。用地につきましては、寄附を受けるということで地権
者との話を済ましてございます。以上、町道の認定につきましてご説明申し上
げましたので、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。

議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論ありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第１２、議案第８号、町道の認定については
原案のとおり可決しました。
日程第１３、議案第９号町道の変更認定についてを議題とします。提案理由の
説明を求めます。建設水道課長。

建 設水 道
課長

それでは、議案第９号、町道の変更認定についてご説明申し上げたいと思いま
すので、議案書４６ページをご覧いただきたいと思います。こちら１４３号荷
菜高橋分譲線でございますけれども、令和３年３月の定例会において、町道に
認定いたしましたけれども、こちらを変更認定したいということでございます。
４７ページの見取図をご覧いただきたいと思います。起点、道道平取厚真線を
起点としまして荷菜５６番地２、現終点につきましては５６番地２３というこ
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議長

とでございましたけれども、新規終点を５６番地１といたしまして、総延長１
４０メートルから３１６メートルへ、１７６メートル増。重用延長８メートル
を１６メートル、実延長１３２メートルを３００メートル、１６８メートル増
に変更しようとするものであります。今年度、認定しました下段にアパートが
建設されることから、認定の延長を変更しまして、認定しようとさせていただ
こうというものでございます。新終点につきましては、道道平取厚真線となっ
ております。用地につきましては、寄附を受ける予定となっておりますことを
申し添えます。以上、町道の認定変更についてご説明申し上げましたので、ご
審議のほどよろしくお願い申し上げます。

これから、質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めますそれでは、採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第１３、議案第９号、町道の変更認定につい
ては、原案のとおり可決しました。
日程第１４、議案第１０号、令和３年度平取町一般会計補正予算第１３号を議
題といたします。提案理由の説明を求めます。総務課長。

総務課長 議案第１０号、令和３年度平取町一般会計補正予算第１３号につきましてご説
明いたしますので、４８ページをお開き願います。令和３年度平取町一般会計
補正予算第１３号は次に定めるところによるものとします。第１条歳入歳出予
算の補正ですが、歳入歳出の予算から、それぞれ２８５２万５０００円を減額
し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７９億６９６３万２０００円にしようとす
るものです。第２項で歳入歳出予算の補正における款項の区分及び当該区分ご
との金額、並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正に
よるものとしています。第２条の繰越し明許費は、地方自治法第２１３条第１
項の規定により、翌年度に繰越して使用できる経費は、第２表繰越し明許費に
よるとするものです。また、第３条の地方債の変更は、第３表地方債補正によ
ることとしております。それでは、歳入歳出予算事項別明細書の歳出からご説
明いたしますので、６２ページをお開き願います。２款１項１目一般管理費、
２９１０万円を減額するものです。今回の補正については、令和３年度中にお
いて、社会人枠などの採用のほか、自己都合による退職、採用予定者の辞退及
び育児休業の取得などにより、報酬から負担金補助及び交付金までの人件費相
当の予算に不用額が発生する見込みのため、減額するものであります。１節報
酬については、再任用職員から会計年度任用職員のパートタイムへの雇用形態
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の変更による増額であります。２節給料は、社会人枠による新規中途採用者５
名のほか、正職員から会計年度任用職員フルタイムまでの自己都合による退職
者が５名、採用予定辞退者が４名、育児休業取得者が３名などによる減額であ
ります。３節職員手当については、扶養手当や期末勤勉手当など、只今ご説明
いたしました事由による相当額を減額するものであります。４節共済費と１８
節負担金補助及び交付金についても同様の理由により、共済組合や退職手当組
合など、それぞれの負担割合に基づく減額であります。なお財源につきまして
は、１節報酬から１８節負担金補助及び交付金まで全額、前年度繰越金に戻す
などの財源調整を行うものであります。
６３ページをお開き願います。２款１項３目財産管理費１２節委託料、５５万
円の増額です。これは、公有財産の有効活用を図るため、岩知志小学校の閉校
に伴い、教員住宅から職員住宅に所管替えした建物を土地付で売却するもので
あり、その住宅用地面積を確定させるための測量費を増額するものであります。
その測量費の２分の１を購入者が負担するものであります。なお財源について
は、売却費の不動産売払収入を充当することとし、残りの売却費につきまして
は、財産管理費内の一般財源を充当した事業に振り替えるものであります。
続いて下段、２款１項９目企画費、２２１２万８０００円を減額するものです。
１２節委託料、２１２６万６０００円の減額。１３節使用料及び賃借料、５３
万円の減額です。これは、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、幌尻登山
を中止したことに伴い、幌尻糠平林道シャトルバスの運行業務とその徴収手数
料をそれぞれ減額するものであり、あわせて、シャトルバスの待合場やトイレ
などの借上料についても減額するものであります。なお財源については、過疎
対策事業債とシャトルバス利用料の雑入をそれぞれ減額し、なお不足する財源
につきましては、前年度繰越金を充当するものです。また、当初予算において、
温室効果ガスの削減と観光客の誘客促進を図るため、ふれあいセンターのソー
ラー発電を活用し、公用車としての電気自動車を週末にはカーシェアリングと
して利用する計画を策定する予定でおりましたが、環境省の補助内容の乖離が
あり、当該計画の申請を見送ったことから、全額減額するものであります。な
お財源につきましては、二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金の雑入を減額
するものです。次に、１８節負担金補助及び交付金、３３万２０００円の減額
です。起業家支援事業補助金については、当初予算のほかに、６月補正と１１
月補正でそれぞれ予算を増額しておりましたが、このたび、引っ越し作業など
の軽自動車運送業の開業に伴い、起業化支援事業の申請があったことから、１
１月補正での執行残を活用し、今回その不足額の８６万８０００円を増額する
ものであります。なお財源につきましては、前年度繰越金を充当するものです。
次に、まちなみ景観形成補助事業については、当初予算において、二風谷地区
再整備事業として、壁や屋根などの改修費用５件分を計上しておりましたが、
当該事業の申請が３件で確定したため、執行残を減額するものであります。な
お財源につきましては、社会資本整備総合交付金を減額し、また、前年度繰越
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金に戻すなどの財源調整を行うものであります。６４ページをお開き願います。
上段、２款３項１目戸籍住民基本台帳費１２節委託料、１７６万円の増額です。
これはマイナンバーカードの利便性向上と行政のデジタル化を推進する観点か
ら、マイナンバーカード所有者がマイナポータルからオンラインで転出届と転
入予約を同時に行うことを可能にするため、住民基本台帳システムの改修費を
増額するものであり、財源につきましては、全額社会保障税番号制度システム
整備費補助金を充当するものでありますが、本事業については、令和３年度末
までに事業が完了する見込みがないことから、繰越明許費として予算措置する
ものであります。続いて下段、３款１項２目老人福祉費１２節委託料、１２万
５０００円の増額です。これは貫気別老人福祉寮、寮母の病気休暇により、高
齢者事業団による代替業務が増加したため増額するものであります。なお財源
につきましては、前年度繰越金を充当するものです。６５ページをお開き願い
ます。上段、３款１項９目ふれあいセンター管理費１０節需用費、１８３万円
の増額です。これは燃料単価の高騰と夏の猛暑による電気使用料と単価の改正
に伴い、燃料費及び光熱水費の予算が不足する見込みのため増額するものであ
ります。なお財源につきましては、前年度繰越金を充当するものです。続いて
下段、３款２項１目児童福祉総務費１８節負担金補助及び交付金、６６万２０
００円の増額です。これは、教育・保育の現場で働く方の処遇を改善する観点
から、町内４か所の認可保育所に対し、令和４年２月から３月分までの賃上げ
相当額を補助するため増額するものであります。なお財源につきましては、全
額、保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例交付金を充当するものです。
６６ページをお開き願います。４款１項２目予防費、１６１９万円を減額する
ものです。これは、２回目までの新型コロナワクチン接種に係る人件費及びそ
の他のワクチン、並びに令和２年度における補助金と社会福祉施設等の職員な
どのＰＣＲ検査に係る事業費の精算と、３回目の新型コロナワクチン接種の前
倒しによるワクチン接種費用などを増額するものであります。２節給料から８
節旅費については、２回目までの新型コロナワクチン接種に係る人件費相当の
精算による減額であり、また、１１節については、３回目の前倒しによるワク
チン接種券の郵送料や新聞への折り込み手数料による増額であります。なお財
源につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金を減
額するものです。１２節委託料については、３回目の前倒しによるワクチン接
種費用として２０６万２０００円を増額し、２回目までのワクチン接種に係る
送迎バス代など９１万５０００円を減額するものでありまして、３回目のワク
チン接種費用の財源については、新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担
金を増額し、また送迎バスにつきましては、新型コロナウイルスワクチン接種
体制確保事業補助金を減額するものであります。またインフルエンザワクチン
の供給量不足により、１５０回分の４６万５０００円を減額し、また日本脳炎
ワクチンについても国の供給調整などにより、１００回分の８１万５０００円
を減額して、総額１３万３０００円を減額するものであります。なおインフル
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エンザと日本脳炎のワクチンに係る財源につきましては、前年度繰越金に戻す
などの財源調整を行うものであります。１８節負担金補助及び交付金について
は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、町内の社会福祉施設の職員や
利用者などが実施したＰＣＲ検査費用を助成する事業でありますが、２回目の
ワクチン接種を前倒ししたことにより、検査件数が減少したため減額するもの
であります。なお財源につきましては、新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金を減額するものです。次に、新たに節を設け、２２節償還金利子
及び割引料については、これは令和２年度新型コロナウイルスワクチン接種体
制確保事業の事業費が確定したことによる補助金の返還金であります。なお財
源につきましては、前年度繰越金を充当するものです。６７ページをお開き願
います。４款１項４目環境衛生費、１０５４万１０００円を増額するものです。
７節報償費、６７３万６０００円の増額、１１節役務費、３８０万５０００円
の増額です。７節報償費については、有害鳥獣シカについては、１２月補正に
おいて、補助率の引上げと捕獲頭数の増等などを補正しておりましたが、１月
以降の豪雪による影響と考えられるシカの出没頭数が増加し、捕獲頭数も激増
していることから、平取町鳥獣被害防止計画の捕獲頭数を２７５４頭から３４
３０頭に変更し、さらなるシカの捕獲を増頭するため増額するものであります。
１１節役務費についても、シカの捕獲増等に伴う処理施設手数料として２９９
万１０００円を増額するものであります。なお財源については、鳥獣被害防止
緊急捕獲活動支援事業補助金と地域づくり総合交付金を充当し、なお不足する
財源につきましては、前年度繰越金を充当するものです。また、同じく１１節
の役務費については、電気事業法に基づきＰＣＢの点検を実施した結果、旧二
風谷温泉施設において、高濃度のＰＣＢを含有したコンデンサーがあることが
判明したため、その処分料４９万４０００円と運搬費３２万円をそれぞれ増額
するものであり、財源については、前年度繰越金を充当するものでありますが、
高濃度ＰＣＢ処分については、令和４年３月３１日で受付期間が終了すること
から、北海道ＰＣＢ処理事業所と締結した後、速やかに当該廃棄物を搬入し、
その廃棄物の処分については４月以降となることから、処分料のみを繰越明許
費として予算措置するものであります。続いて下段、４款１項６目診療所費１
０節需用費、５５万２０００円の増額です。これは、平取歯科診療室のクッシ
ョンフロアが破損していることから、床の張り替え修繕を行うものであり、あ
わせて休憩室とトイレの暖房機器が故障し、温度が上がらない状況であるため、
ファンコンベクターなどの暖房機器を更新するものであります。また地下配管
の凍結に伴い、技工整形用のコンプレッサーにも不具合が生じていることから、
グラスウールなどで保温し、医療機器の改善を図るため、増額するものであり
ます。なお財源につきましては、前年度繰越金を充当するものです。６８ペー
ジをお開き願います。上段、５款１項２目農業振興費１８節負担金補助及び交
付金、１７２０万７０００円を増額するものです。一つは、町内の農業生産及
び農業所得の向上を目的として機械共同利用組合を組織し、需要が強く求めら
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れている加工用馬鈴薯の生産拡大に取り組むため、国の産地生産基盤パワーア
ップ事業を活用して、ポテトプランターやポテトハーベスターなどの省力化し
た農業機械を導入するものとして、当該事業計画を申請したところ、事業計画
どおり承認されたことから増額するものであります。なお財源については、産
地生産基盤パワーアップ事業補助金を充当し、補助ウラにつきましては、平取
加工用馬鈴薯機械共同利用組合が負担するものです。二つ目は、道営事業の農
地整備事業においては、令和２年度末に水道管の断水事故が発生したため、荷
菜ケナシ排水路工事の工法を一部変更し、令和３年度に繰越したものでありま
すが、この度、当該事業費の負担金が確定したことから、増額するものであり
ます。なお財源につきましては、過疎対策事業債を充当し、なお不足する財源
につきましては、前年度繰越金を充当するものです。続いて下段、５款２項２
目林業振興費、１０万円を増額するものです。これは、当初予算において、森
林環境譲与税へ充当したウッドピリカ事業、公共施設木質化事業及び森林環境
譲与税活用事業などの執行残を精算し、その財源を当該基金に積み立てるもの
であります。１０節需用費については、１歳児に木製の記念品を贈呈するウッ
ドピリカ事業であり、この度、当該事業費が確定したことから、その執行残を
減額するものであります。１４節工事請負費については、公共施設木質化事業
として、公共施設の階段や手すりなどを木質化する計画でありましたが、ウッ
ドショックなどの影響により、地域産材の入手が困難となったため、全額減額
するものであります。１７節備品購入費については、１０節事業費同様、木育
広場事業用として、木製の遊具などを購入するウッドピリカ事業でありまして、
この度、当該事業が確定したことから、その執行残を減額するものであります。
１８節負担金補助及び交付金については、当初予算において、森林環境譲与税
活用事業として間伐や作業路修繕などを計画しておりましたが、国から新たに
民有林整備に係る事業補助金が追加配分されたことから、当初計画していた間
伐や作業路修繕などの事業が対象となったため、全額減額するものであります。
２４節積立金については、只今ご説明いたしました各事業の執行残について、
全額平取町森林環境譲与税基金に積み立てるものであります。６９ページをお
開き願います。

議長

議長

ここで一旦休憩いたします。再開は１１時１０分といたしますので、よろしく
お願いいたします。

（休 憩  午前１１時００分）
（再 開  午前１１時１０分）

それでは、揃いましたので再開いたします。６９ページから。総務課長。

総務課長 続きまして、６９ページをお開き願います。上段、６款２項１目観光振興費１
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８節負担金補助及び交付金、５０５万円の減額です。これは、新型コロナウイ
ルスの感染拡大防止のため、すずらん鑑賞会やＰＫグランプリなどの各種イベ
ントの中止や事業の縮小がされたことから減額するものであります。なお財源
については、全額前年度繰越金に戻すなどの財源調整を行うものであります。
続いて下段、７款２項１目道路維持費、８７７万４０００円を増額するもので
す。１２節委託料、１９８万９０００円の増額、１３節使用料及び賃借料、６
７８万５０００円の増額です。これは、令和４年１月１２日から１７日にかけ
て、過去１０か年平均に比べ２．２倍もの降雪があったことから、除排雪作業
の予算が不足する見込みのため、除雪費用として１９８万９０００円を、また、
除排雪費用として６７８万５０００円をそれぞれ増額するものであります。な
お財源につきましては、前年度繰越金を充当するものです。７０ページをお開
き願います。上段、８款１項１目消防費ですが、これは平取消防署の救急資器
材として購入予定のパルスオキシメーター２台、人工蘇生機２台及び消防庁舎
の通信室と所長室のエアコン設置については、一般財源を充当しておりました
が、コロナ交付金の追加配分に伴い、その財源を全額一般財源からコロナ交付
金に振り替えるものであります。続いて下段、９款２項２目教育振興費１０節
需用費、１１１万７０００円の増額です。これは全国でオミクロン株による感
染拡大が続く中、学級閉鎖や出席停止などの措置がとられた場合、速やかに対
面授業からオンライン授業に移行させる必要があることから、タブレットの専
用充電器１８８台を購入するため増額するものであります。なお財源について
は、学校保健特別対策事業費補助金を充当し、なお不足する財源につきまして
は、コロナ交付金を充当するものでありますが、本事業については、機器等の
欠品により、令和３年度末までに事業が完了する見込みがないことから、繰越
明許費として予算措置するものであります。７１ページをお開き願います。９
款３項２目教育振興費１０節需用費、７２万５０００円の増額です。これも小
学校費同様、タブレット専用充電器１２２台を購入するものであり、財源につ
いても同様でございます。また、本事業についても小学校費同様、繰越明許費
として予算措置するものであります。歳出については以上でございます。
次に歳入についてご説明いたしますので、５５ページをお開き願います。上段、
２款３項１目森林環境譲与税１節森林環境譲与税、１０万円の増額です。これ
は先ほど歳出でご説明したとおり、森林環境譲与税の増額を見込んだものであ
ります。続いて下段、１５款１項２目衛生費国庫負担金１節保健衛生費負担金
新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金、２０６万２０００円の増額で
す。これは歳出でご説明したとおり、３回目のワクチン接種の前倒し分であり
まして、その財源を事業費の１０分の１０が交付される新型コロナワクチン負
担金を見込んだものです。５６ページをお開き願います。上段、１５款２項１
目総務費国庫補助金、１０５８万２０００円を減額するものです。１節総務管
理費補助金、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、１１９４万
２０００円の減額です。これは歳出でご説明したとおり、消防の救急資機材や
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タブレット端末の専用充電器の購入に係る財源については、事業費の１０分の
１０が交付されるコロナ交付金を見込んだものであり、また、社会福祉施設等
の職員などに実施したＰＣＲ検査が終了したことにより、当該事業費を精算し
たことから、その財源についても、コロナ交付金を減額するものであります。
同じく２節企画費補助金社会資本整備総合交付金、４０万円の減額です。これ
は歳出でご説明したとおり、まちなみ景観形成事業に係る事業費が確定し精算
したことから、その財源の社会資本整備総合交付金も減額するものであります。
次に、新たに節を設け、４節戸籍住民基本台帳費補助金、社会保障税番号制度
システム整備費補助金、１７６万円の増額です。これは歳出でご説明したとお
り、住民基本台帳システムの改修費でありまして、その財源を事業費の１０分
の１０が交付されるシステム整備費補助金を見込んだものです。続いて下段、
１５款２項２目民生費国庫補助金、２節児童福祉費補助金保育士幼稚園教諭等
処遇改善臨時特別交付金、６６万２０００円の増額です。これは歳出でご説明
したとおり、保育士等の賃金改善でありまして、その財源を事業費の１０分の
１０が交付される臨時特別交付金を見込んだものです。５７ページをお開き願
います。上段、１５款２項３目衛生費国庫補助金、１節保健衛生費補助金新型
コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金、３３３万１０００円の減額
です。これは歳出でご説明したとおり、２回目までの新型コロナワクチン接種
に係る人件費相当を精算したことから、その財源の新型コロナワクチン補助金
も減額するものであります。続いて下段、１５款２項５目教育費国庫補助金、
９２万１０００円を増額するものです。２節小学校費補助金学校保健特別対策
事業費補助金、５５万８０００円の増額と、新たに節を設け、４節中学校費補
助金、同じく学校保健特別対策事業費補助金、３６万３０００円の増額です。
これは歳出でご説明したとおり、オンライン授業に対応するため、持ち帰り用
のタブレット端末の専用充電器でありまして、その財源を事業費の２分の１が
交付される学校保健特別対策事業費補助金を見込んだものです。５８ページを
お開き願います。上段、１６款２項３目衛生費道補助金１節保健衛生費補助金
鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業補助金、６０８万４０００円の増額、地域
づくり総合交付金、１８５万９０００円の増額です。これは歳出でご説明した
とおり、増え続けるエゾシカに対応するため、エゾシカの捕獲頭数を増やすも
のであり、捕獲費用に係る財源については、事業費の１０分の１０が交付され
る鳥獣被害防止補助金を見込み、また、処理施設への運搬費と手数料の財源に
つきましては、事業費の２分の１が交付される地域づくり総合交付金を見込ん
だものです。続いて下段、１６款２項４目農林水産業費道補助金、１節農業費
補助金産地生産基盤パワーアップ事業補助金、１３８８万２０００円の増額で
す。これは歳出でご説明したとおり、農業生産の向上などを目的として、省力
化した農業機械を導入するものでありまして、その財源を事業費の２分の１が
交付されるパワーアップ事業補助金を見込んだものです。５９ページをお開き
願います。上段、１７款２項１目不動産売払収入１節不動産売払収入、１２７
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万３０００円の増額です。これは歳出でご説明したとおり、職員住宅の測量な
どの費用をその売却費に求めたものであります。続いて下段、２０款１項１目
繰越金１節繰越金、２２１５万５０００円の減額です。今回の補正財源は、国
や道の補助金、その他特定財源などを充当するものでありますが、事業費の精
算による一般財源の減額や一般財源からコロナ交付金に振り替える事業なども
あることから、一般財源が不要になるため、前年度繰越金を戻すなどの財源調
整を行うものであります。６０ページをお開き願います。上段、２１款４項１
目雑入２節雑入、二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金、１０００万円の減
額、幌尻糠平林道シャトルバス利用料６００万円の減額です。これは歳出でご
説明したとおり、電気自動車急速充電設備整備計画の見送りや幌尻登山の中止
に伴うシャトルバスの運行中止により、その財源の雑入も減額するものであり
ます。続いて下段、２２款１項１目総務債１節総務債、幌尻糠平林道シャトル
バス運行事業、６６０万円の減額です。これは歳出でご説明したとおり、幌尻
登山の中止に伴い、シャトルバスの運行を取りやめたことから、その財源の過
疎対策事業債を減額するものであります。６１ページをお開き願います。２２
款１項４目農林水産業債１節農業債、３３０万円の増額です。これは歳出でご
説明したとおり、道営事業における農地整備事業の事業費負担金が確定したこ
とから、その財源である過疎対策事業債を増額するものです。歳入歳出予算事
項別明細書については以上でございます。次に、第２表繰越明許費についてご
説明いたしますので、５１ページをお開き願います。一つは、２款３項住民基
本台帳システム改修事業、１７６万円。二つ目は、４款１項高濃度ＰＣＢ含有
機器処理事業、４９万４０００円。三つ目は、９款２項学校保健特別対策事業
１１１万７０００円。四つ目は、９款３項同じく学校保健特別対策事業、７２
万５０００円については、令和３年度末までに事業が完了する見込みがないこ
とから、これを令和４年度に繰り越そうとするものです。次に、５２ページの
第３表地方債補正をお開き願います。第３表地方債補正は、起債の目的、補正
前の限度額と補正後の限度額、起債の方法、利率、償還の方法をそれぞれ明記
したものとなっております。先ほど歳出でご説明したとおり、本補正予算にお
ける起債の目的は、一つは幌尻糠平林道シャトルバス運行事業で、補正前の限
度額６６０万円を全額減額し、二つ目は農地整備事業で、限度額を３７０万円
から７００万円に増額することとし、限度額総額を７億３４９０万円とするも
のです。次に、７２ページをお開き願います。地方債の前々年度末における現
在高並びに前年度末及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書につ
いては、前々年度の令和元年度末の現在高、前年度の令和２年度末の現在高見
込額及び当該年度令和３年度末の現在高見込額につきましては、それぞれ記載
のとおりです。以上、議案第１０号、令和３年度平取町一般会計補正予算第１
３号についてご説明申し上げましたので、ご審議のほどよろしくお願いいたし
ます。
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議長 只今、説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はありません
か。５番金谷議員。

５番
金谷議員

歳出の総務費管理費、９目企画費の委託料の中の電気自動車設備の減額でござ
いますけれども、これにつきましては、総合計画においては、令和２年度に実
施計画でもありましたし、今年度もこんな状態で見送られるということについ
て、先ほどの説明によりますと、補助金の乖離があったということの見送りと
いうふうな説明でございますけれども、これについては、できるだけ整備を早
急にしていただきたいと私は思いますし、その辺の補助金の乖離がどのぐらい
あったのか、その辺についての説明を伺いたいと思います。

議長 まちづくり課長。

ま ちづ く
り課長

只今のご質問にお答えしたいと思います。こちらの事業につきましては、電気
自動車を環境省の事業で再生可能エネルギーを由来として、充電できるような
形で公用車を電気自動車に振り替えるということを目指す中で、その計画を作
るということで、２年以内にその計画どおりに実施をすれば、この１０００万
円の契約費の１０割をいただけるという内容になっていたので、この事業に乗
って、そういったことで進められないかということで検討してきたところです
が、実際に、制度の募集前に環境省とヒアリングを行ったところ、こちらが見
込んでいた普段公用車で電気自動車を使って、週末だけカーシェアリングする
というプランだと、今年度はカーシェアリングの方に重きを置きたいというふ
うに言われまして、カーシェアリングが、例えばウイークデーずっと使ってい
て、週末とか空いてるときに公用車として使うのであれば事業に乗れるという
説明になってきたので、ちょっとこちらの予定してた事業のイメージと違うも
のにかなりなってしまったということで、今年度の計画の策定を見送っており
ます。同様の予算をまた計上させていただきながら、今のコロナ交付金の方で、
こちらの事業実施するような方向で、検討を進めているところです。以上です。

議長 ５番金谷議員。

５番
金谷議員

各町村で急速充電の整備がかなりされておりますし、近隣町村においては平取
町が現在行われていないということで、私の捉え方につきましては、あくまで
も公用車でなく、一般的な方のＣＯ２の削減、それからこの平取町に通って、
急速充電については３０分なのですけれども、その間平取町のあれを見ていた
だきたいというような、いろんな相乗効果もあるのではないかなというふうな
私の考えはしておりますので、その辺についてもできるだけ早めに実施をして
いただきたいですし、今の電気自動車の国からの補助金もかなり出ております
し、各自治体からも補助金を出しているような現状でありますので、それにつ
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いても、できるだけ早く実施をしていただければありがたいなと思いますので、
それについてもう一度答弁をお願いします。

議長 まちづくり課長。

ま ちづ く
り課長

お答えいたします。この事業を予定していた事業に乗ることができれば、附帯
施設として今おっしゃっていた、いわゆる普通の高速道路にあるような急速充
電器を附帯施設として整備する分についても、ある程度の財源は見込めるとい
うことだったので、この事業で同時並行的に進めることができればというふう
に考えていたのですけれども、ちょっとそれが出来なくなったということです。
今、管内でこの急速充電器がない空白地がえりもと、あと平取だけということ
なので、急速充電器の設置については考えていかなければならないなというふ
うに考えてるところなのですけれども、例えば今年であれば道の駅の場所の検
討というのを行っていて、道の駅をもし造るとなった場合は、その道の駅内に
造る必要があることと、その部分で一番財源を得られるというところもありま
したので、その辺も含めて今年度いっぱい、ちょっと検討はしてきているとこ
ろなのですけれども、まだ場所ですとか財源については未確定ということで、
できれば関連する電気自動車の予算を計上しておりますので、来年度中に検討
して急速充電器の設置についても、早期に実現できればということで担当課で
は考えております。以上です。

議長 ほかに質疑ございませんか。なければ。５番金谷議員。

５番
金谷議員

６５ページの民生費の児童福祉費の総務費なのですが、総務課長の説明で４か
所が対象になるというふうなこともわかりました。それで、これ放課後児童保
育については対象になるのかならないのか、その辺について。また別な補助事
業になるのか、その辺どうなのでしょうか、ちょっと教えていただきたいので
すが。

議長 保健福祉課長。

保 健福 祉
課長

お答えいたします。放課後子ども教室のみに従事している職員に関しては対象
外となりまして、放課後児童クラブのほうは支給、振内の方の放課後児童クラ
ブのほうは支給対象となります。

議長 よろしいですか。ほかにありませんか。７番四戸議員。

７番
四戸議員

６６ページの衛生費の中で、１８節の負担金補助金及び交付金の中の新型コロ
ナウイルス感染に関わるＰＣＲの検査等について、もう一度確認したいと思い
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ますが、まず最初に、町として今予算がないから、ちょっと金額わからないの
ですけれども、初めにどのぐらいのＰＣＲの検査の予算を立てて、これ１４８
２万残ったのか。この辺についてちょっと説明していただきたいと思います。

議長 保健福祉課長。

保 健福 祉
課長

今のご質問にお答えいたします。当初、昨年の２月の補正で、２９００万余り
の補正をいたしております。それが２５２９回分。そのあとに５月の補正をい
たしておりまして、１４００万程度、１２４０回分の補正をしておりまして、
合計で４３５０万程度、３７６９回分のＰＣＲ検査の補正をいたしております。
それで、先ほど総務課長のほうから説明があったように、ＰＣＲ検査等コロナ
の予防接種を２回実施したあとは補助対象外といたしましたので、その部分で
コロナ予防接種が前倒しで終わったことに伴いまして、その分が減額になった
ということで、１４００万程度ですか、その分が金額が少なくなったというこ
とであります。

議長 ７番四戸議員。

７番
四戸議員

先ほど総務課長の説明では、ワクチンの前倒しが早くなったからというような
説明だったと思いますけれども、何故私このようなこと聞くかというと、福祉
会などにおいては当然、お年寄り、介護度３以上の方も入所しております。デ
イサービスもあります。職員の方が１００人以上いらっしゃると思うのですけ
れども、その職員の大体３割近くが外から入ってきているのです。それぞれ私
が副町長か担当課長に話聞いたときに、まだそのワクチン打つ前ですけれども、
要するにＰＣＲの検査出来ないのかと。結局道内においてもやはりそういう施
設でかなりのクラスターも起きていましたから、ぜひそういう、高齢者に限っ
ては死亡にも至るということが数多くありましたし、そういう点で聞いたとき
に、いや、うちではもう予算がないような言い方したと思うのですよね。だか
ら、今ここで１４００万もＰＣＲの予算が余っているというのが、この辺の担
当課としてのＰＲの仕方もおかしかったのではないかと思いますが、その辺い
かがでしょうか。

議長 保健福祉課長

保 健福 祉
課長

お答えいたします。この要綱自体が延長して７月末で切れているものですから、
それ以降については対象外としているところであります。

議長 ほかに質疑ありませんか。４番井澤議員。
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４番
井澤議員

６７ページの環境衛生費の１１番、上段役務費のところで、手数料のところで
ＰＣＢに関して旧温泉でのコンデンサーに該当するものがあって、それが繰越
明許費となっていますが、これに関しては、どこでどう出てきたかについて、
ちょっと詳しい説明はなかったかと思いますが、町内の公共施設等について、
このようなことは、もう案件はもう調べ尽くしてもう発生することはないので
しょうか。あと、また民間、民家においてこのようなＰＣＢに関連するものに
ついては、どこが町内では責任を持って確認作業しているのかについてお伺い
したいと思います。

議長 町民課長。

町民課長 只今のご質問にお答えいたします。ＰＣＢというポリ塩化ビフェニールという
物質が含んだ機器につきましては、平成２９年度から調査を開始しております。
それには、電気の安定器、変圧器、コンデンサーなど調べる対象はいくつかご
ざいますけれども、その中で今回、いくつか重点的に調べたいところもござい
ました。特に町が現在使っていない施設についてということで、今回調べて高
濃度ＰＣＢが含まれているというのがわかったのが、旧二風谷温泉の施設でご
ざいます。そちらについては、再調査の結果わかったということで、この時期
の補正になってしまいましたが、３月末までに処理事業所と委託契約すれば処
理ができるということになっております。処理自体は４月になりますので、繰
越明許ということにさせていただいております。一定程度私どもでは、町内公
共施設に関しては、調査がおおむね終了しているということですが、例えば、
比較的新しい施設においても、古い機器を廃止した施設から流用したとか、も
しそういうことがあると調査ではなかなかわかり得ないところなので、今後、
絶対発生しないのかと言われると、明言出来ないところもございますけれども、
調査の段階では今のところ高濃度ＰＣＢについては、これでこれ以上はないと
いうことが言えるかと思います。また低濃度ＰＣＢの関係については、これか
らもコンデンサーという電気の蓄電器に当たる部分については、実際は油を引
き抜いて中を調べる必要があるという部分もございます。そういったところで
は、実際引き抜いてみて低濃度ＰＣＢがある可能性については、まだ否定しき
れていないと。ただ、処理期限については令和８年度となっておりますので、
まだ少し時間があるということになります。民間施設につきましては、調査の
しようがないといいますか、管轄する経済産業省や北海道などが、その調査を
行っているかと思いますので、そちらの方で把握しているのかなと思います。
その結果そのものは、町には報告はないので、町のほうでは把握していないと
いう状況でございます。

議長 ほかに質疑ございませんか。
（質疑なしの声）
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質疑を終了いたします。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは、採決を行います。本案について原案のとおり
決定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第１４、議案第１０号、令和３年度平取町一
般会計補正予算第１３号は原案のとおり可決しました。
日程第１５、議案第１１号、令和３年度平取町後期高齢者医療特別会計補正予
算第１号を議題といたします。提案理由の説明を求めます。町民課長。

町民課長 議案第１１号、令和３年度平取町後期高齢者医療特別会計補正予算第１号につ
いてご説明させていただきます。７５ページをお開き願います。本補正予算の
補正理由について申し上げますが、歳入保険料の決算見込みにおいて、当初予
算よりも多く収納となる見込みとなったことに伴いまして、歳出の後期高齢医
療広域連合への保険料負担金の増額補正が必要となったことによります。第１
条は、予算の総額に歳入歳出それぞれ３１５万１０００円を追加し、歳入歳出
予算の総額を９１０５万１０００円としようとするものです。７９ページをお
開きください。歳出の事項別明細書からご説明申し上げます。２款１項１目後
期高齢者医療広域連合納付金、１８節負担金補助及び交付金において予算計上
しております。後期高齢者医療保険料負担金ですが、これは令和３年度で収納
する保険料を全額、北海道後期高齢者医療広域連合へ納付するものとなります。
令和３年度の決算見込みでは、保険料収納額が当初予算よりも３１５万１千円
の増となる見込みでありますことから、保険料負担金についても同額を補正し
ようとするものです。続きまして、７８ページの歳入についてですが、１款１
項２目普通徴収保険料１節現年度分については、収納見込みにおいて増額とな
る３１５万１０００円を追加補正しようとするものです。以上、議案第１１号
のご説明とさせていただきますので、ご審議のほどお願いいたします。

議長 これから、質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論ありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第１５、議案第１１号、令和３年度平取町後
期高齢者医療特別会計補正予算第１号は原案のとおり可決しました。
日程第１６、議案第１２号、令和３年度平取町介護保険特別会計補正予算第２
号を議題といたします。提案理由の説明を求めます。保健福祉課長。
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保 健福 祉
課長

議案第１２号、令和３年度平取町介護保険特別会計補正予算第２号についてご
説明いたしますので、議案書８０ページをお開きください。令和３年度平取町
介護保険特別会計補正予算第２号は次に定めるところによるものであります。
歳入歳出予算の補正でありますが、第１条は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出
それぞれ１４６３万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億
６７２６万８０００円とするものであります。２項は、歳入歳出予算の補正に
おける款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額
は、第１表歳入歳出予算補正によるものでございます。それでは歳入歳出予算
事項別明細書の歳出からご説明いたしますので、８４ページをお開きください。
今回の補正の目的は、令和３年度の繰越金を精算し、介護給付費基金積立金へ
積み立てるものでございます。４款１項１目介護給付費基金積立金２４節積立
金、１４６３万円を追加いたします。令和３年第１０回町議会定例会、議案第
５号の令和３年度平取町介護保険特別会計補正予算第１号の財源を、令和２年
度の繰越金に求めていたものでありますが、今回、その残額を精算し、介護給
付費基金積立金に積み立てるものであります。歳出は以上です。続きまして、
歳入についてご説明いたします。８３ページをご覧ください。８款１項１目繰
越金１節繰越金、１４６３万円を追加いたします。令和２年度の繰越金を基金
積立金の財源に充てるものでございます。以上、令和３年度平取町介護保険特
別会計補正予算第２号についてご説明いたしましたので、ご審議のほどよろし
くお願いいたします。

議長 説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。それでは次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第１６、議案第１２号、令和３年度平取町介
護保険特別会計補正予算第２号は原案のとおり可決しました。
休憩いたします。
午後１時より再開となりますのでよろしくお願いいたします。

（休 憩  午前１１時５０分）
（再 開  午後 １時００分）

議長 それでは再開いたします。
日程第１８、議案第１３号、令和４年度平取町一般会計予算。
日程第１９、議案第１４号、令和４年度平取町国民健康保険特別会計予算。
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日程第２０、議案第１５号、令和４年度平取町後期高齢者医療特別会計予算。
日程第２１、議案第１６号、令和４年度平取町介護保険特別会計予算。
日程第２２、議案第１７号、令和４年度平取町簡易水道特別会計予算。
日程第２３、議案第１８号、令和４年度平取町国民健康保険病院特別会計予算。
以上、議案６件を一括して議題といたします。それでは最初に、令和４年度一
般会計予算について説明を求めます。総務課長。

総務課長 議案第１３号、令和４年度平取町一般会計予算についてご説明いたしますので、
１ページをお開き願います。令和４年度平取町一般会計予算は、次に定めると
ころによるものとします。第１条、歳入歳出予算ですが、歳入歳出予算の総額
は、歳入歳出それぞれ７３億６００万円と定めるものであります。第２項にお
いて、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出
予算によるとするものであります。第２条の債務負担行為については、地方自
治法の規定により、債務を負担することができる事項、期間及び限度額は、第
２表債務負担行為によるとするものであります。第３条地方債については、地
方自治法の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債
の方法、利率及び償還の方法は、第３表地方債によるとするものであります。
第４条の一時借入金については、地方自治法の規定による一時借入金の最高額
は１５億円と定めるものです。次に７ページをお開き願います。第２表債務負
担行為です。一つは中小企業特別融資利子補給金ですが、その期間を令和１１
年度まで、限度額は３０６万円と定め、中小企業への新規貸付金を１０００万
円、利率は３．１％としております。二つ目は、中小企業経営改善融資利子補
給金です。これは主に設備等の整備をするための資金で、その期間を令和１０
年度までの７年間、限度額は８７万９０００円と定め、また、その融資額を６
００万円、利率は３．３％としております。続きまして、８ページをお開き願
います。第３表、地方債についてご説明いたします。これは、地方自治法第２
３０条第１項及び第２項の規定により、地方債を起こす場合は、起債の目的、
限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、予算で定めなければならないと
されております。令和４年度における起債の目的については、一番下の臨時財
政対策債を除く、ここに表記した３１の事業に充当する予定でありまして、起
債の区分としては、２１４ページの地方債の現在高調書に示しておりますが、
一般単独債は４５５０万円、公営住宅債は７５３０万円、過疎対策債は５億４
４３０万円、臨時財政対策債が１億２７００万円など、総額７億９２１０万円
とするものであります。なお、令和４年度平取町一般会計予算における歳入歳
出の内容につきましては、本日お配りしました説明資料をご覧願います。
以上、議案第１３号、令和４年度平取町一般会計予算についてご説明いたしま
したので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

町民課長 議案第１４号、令和４年度平取町国民健康保険特別会計予算についてご説明い
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たします。国保１ページをご覧願います。第１条、歳入歳出予算の総額は、そ
れぞれ７億６０３０万円とし、第２条において、一時借入金の最高額を５００
０万円と定めようとするものです。第３条においては、同一款内の各項の間で
流用できるものとして、第１号で保険給付費、第２号で国民健康保険事業費納
付金について規定しております。なお、事項別明細書については、別途配付の
説明書をご覧いただきたいと思います。以上、議案第１４号のご説明とさせて
いただきます。
議案第１５号、令和４年度平取町後期高齢者医療特別会計予算についてご説明
申し上げます。後期１ページをご覧願います。第１条、歳入予算の総額はそれ
ぞれ９４２０万円と定めようとするものです。なお、事項別明細書については
別途配付の説明書をご覧いただきたいと思います。以上簡単ですが、議案第１
５号のご説明とさせていただきます。

保 健福 祉
課長

議案第１６号、令和４年度平取町介護保険特別会計予算についてご説明いたし
ます。介護保険１ページをお開きください。令和４年度平取町介護保険特別会
計予算第１条は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ５億２９３０万円に定めよう
とするものであります。第２項は、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ご
との金額は、第１表歳入歳出予算によるものとしております。第２条は、一時
借入金の最高額を５０００万円にしようとするものであります。第３条、歳入
歳出予算の流用については、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定によ
り、歳出予算の各項の経費を流用することができる場合を、１号で保険給付費
の同一款内の各項の間の流用、２号で地域支援事業費の同一款内の各項の間の
流用と規定いたしております。なお、事項別明細書については、本日配付され
た資料をご覧いただきたいと思います。以上で、議案第１６号、令和４年度平
取町介護保険特別会計予算の説明とさせていただきますので、ご審議のほどよ
ろしくお願いいたします。

建 設水 道
課長

議案第１７号、令和４年度平取町簡易水道特別会計予算についてご説明申し上
げますので、水道会計の１ページをご覧いただきたいと思います。第１条、歳
入歳出予算でありますが、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億３９１０万円と
するものであります。第２項において、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区
分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算によることとしております。第２条にお
いて、地方自治法の規定により起こすことのできる地方債の目的、限度額、起
債の方法、利率及び償還の方法は、第２表の地方債によるものといたします。
第３条において、地方自治法の規定による一時借入金の最高額を５０００万円
とするものであります。なお、２ページ以降につきましては、別途お配りいた
しました説明書に目を通していただきたいと思います。以上、簡単であります
けれども説明とさせていただきますので、ご審議のほどよろしくお願い申し上
げます。
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病 院事 務
長

議案第１８号、令和４年度平取町国民健康保険病院特別会計予算に関して説明
させていただきますので、病院会計の１ページをお開き願います。第１条、令
和４年度平取町国民健康保険病院特別会計の予算は次に定めるところによりま
す。第２条、業務の予定量について、本院におきましては、病床数、一般病床
で４２床、年間患者数は入院１万９５０人、外来１万９４４０人を見込み、１
日平均患者数は入院３０人、外来８０人を見込んでおります。振内診療所は、
年間患者数は外来２０００人、訪問診療９６０人を見込み、１日平均患者数は
外来２０人、訪問診療１０人を見込んでおります。２の主要な建設改良事業で
すが、医師住宅建設事業３９５０万円、診療部門別システム導入事業４０００
万円を予定しております。第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとお
りとするものであります。収入、第１款の病院事業収益は、第１項、医業収益
３億７２１５万９０００円。第２項、医業外収益４億５４１２万８０００円。
第３項、特別利益３７８６万３０００円。支出、第１款病院事業費用は、第１
項、医業費用８億５２８５万６０００円。第２項、医業外費用１０１９万４０
００円。第３項、特別損失１０万円。第４項、予備費１００万円とし、収入病
院事業収益及び支出病院事業費用、それぞれ合計８億６４１５万円としており
ます。次のページをお開きください。第４条、資本的収入及び支出の予定額を
次のとおりとするものであります。収入、第１款資本的収入は、第１項、一般
会計負担金１億３７１２万６０００円。第２項、企業債７２２０万円。第３項
国民健康保険特別会計負担金７２２万４０００円。支出、第１款資本的支出は、
第１項、企業債償還金１億３１８１万円。第２項、建設改良費８３８６万４０
００円。第３項、貸付金８７万６０００円とし、資本的収入及び支出を２億１
６５５万円としております。第５条、企業債は、起債の目的、限度額、起債の
方法、利率及び償還の方法は、次のとおりとするものであります。医師住宅建
設事業、診療部門別システム導入事業として、起債発行を予定し、それぞれ限
度額を３２２０万円、４０００万円とし、借入れ条件等は記載のとおりでござ
います。第６条、一時借入金限度額は、限度額を５億円と定めるものでありま
す。第７条、議会の議決を経なければ流用することの出来ない経費として、職
員給与費５億４０４１万３０００円、交際費３０万円としております。第８条
棚卸資産の購入限度額ですが、限度額を７０００万円と定めるものであります。
次のページをお開き願います。令和４年度平取町国民健康保険病院特別会計予
算実施計画書の総括でありますが、収益的収入及び支出につきましては、それ
ぞれ８億６４１５万円。次のページをお開き願います。資本的収入及び支出に
つきましては、それぞれ２億１６５５万円としております。予算書５ページ以
降につきましては、本日お配りいたしました予算説明書でご確認願います。
１６ページから２２ページは給与明細書、２３ページは令和４年度キャッシュ
フロー計算書、２４ページは令和４年度予定貸借対照表、２５ページは令和３
年度予定損益計算書となります。２６ページは令和３年度予定貸借対照表で、
２５ページの予定損益計算書の数字に基づいたものとなりますので、ご確認い
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ただければと思います。以上で、議案第１８号、令和４年度平取町国民健康保
険病院特別会計予算についての説明とさせていただきますので、ご審議のほど
よろしくお願いいたします。

議長 以上で、議案第１３号から議案第１８号までの令和４年度各会計予算の説明が
終了いたしました。
お諮りいたします。只今、提案がありました令和４年度平取町各会計予算につ
いては、議会運営基準１１１先例１により、議員全員で構成する予算審査特別
委員会を設置し、これに付託して審査したいと思います。ご異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。したがって、日程第１８、議案第１３号から日程第２３、
議案第１８号までの令和４年度平取町各会計予算については、予算審査特別委
員会に付託し、審査することに決定しました。
お諮りいたします。只今、設置されました予算審査特別委員会の正副委員長の
選挙につきましては、議長の指名推薦により行いたいと思いますが、ご異議あ
りませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。したがって、予算審査特別委員会の正副委員長の選挙に
ついては、議長が指名推薦することに決定しました。それでは指名いたします。
予算審査特別委員会委員長には、９番高山議員。副委員長には、３番中川議員
を指名します。以上のとおり指名推薦しますが、ご異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。したがって、予算審査特別委員会委員長には高山議員、
副委員長には中川議員と決定しました。
以上で、本日の日程は全部終了しましたので、これをもって散会いたします。
なお、本定例議会は、明日１０日から１４日までは休会として、１５日に再開
いたします。よろしくお願いいたします。以上、お疲れ様でございました。

（閉 会 午後２時４４分）


